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神奈川県の公立高等学校
○ 神奈川県には、県立と市立をあわせて、150校の公立高等学校があります。
○

○

101校
（県94、市７） ３校 ４校

146校 （県３校） （県３、市１）

(県132、市14)

26校 10校 １校

（県21、市５） （県９、市１） （市１）

７校 ２校

（県５、市２） （県１、市１）

１校 ２校

（県１） （県２）

１校 ２校

（市１） （市２）

１校

（県１）

17校
（県15、市２） ２校 １校

※うち、専門コース設置 １校（市１） （県２） （県１）

8校 １校 １校

（県7、市１） （県１） （県１）

１校 １校

（県１） （県１）

１校 １校

8校 （市１） （県１）

（県6、市２）
１校 １校

（県１） （県１）

11校
（県７、市４） ３校

27校 （県２、市１）

３校
（県２、市１） １校

（市１）

７校
（県７）

6校
（県4、市２）

２校
（県２）

２校
（県２）

表中＊印が付された学科は、「高等学校設置基準」における「その他専門教育を施す学科」に分類される学科です。

普通科、専門学科などの学校数及び
農業、工業、商業などの学科ごとの
学校数の計は、１つの学校で複数の
学科を設置している学校があるた
め、公立高校数及び課程別学校数よ
り多く表示されています。

総合学科

水産 美術

（注）

理数 総合産業*

総合学科

国際関係 舞台芸術*

単
位
制

通信制 普通科

(うち、独立校１校
(県１)、全日制・定
時制との併置１校
(県１))

専門学科

単
位
制

普通科

定時制 学
年
制

普通科
工業

(県20、市７)
(うち、独立校３校
(県２、市１))

商業

単
位
制

体育150校
(県135、市15)

専門学科 音楽

家庭 美術

公立高校 普通科
農業

水産

（令和5年４月現在）

高等学校（以下、「高校」といいます。）は、学習形態（学習時間、修業年限、学習方法など）の違いによって、全日制、定時制、通信制の課
程に分かれています。
それぞれの課程は、学びのしくみによって、学年による教育課程の区分を設ける学年制と区分を設けない単位制に分かれます。さらに、主に
学習する内容によって、普通科・専門学科・総合学科に分かれています。

全日制 学
年
制

普通科
農業

理数専門学科

福祉

国際関係

工業

商業 体育

家庭

看護

 

 

高校選びのポイント 

神奈川県の公立高校には通学区域(学区)がなく、県内に住んでいれば、どの高校にも志願

することができます。 

自らの興味や関心、将来の進路希望のほか、生活スタイルや学習ペースなどを考えて、自分に

合った高校を選びましょう。 

 

＜高校選びのポイント（一例）＞ 

 
高校の種類  ＝  課程  ×  学びのしくみ  × 学科 

 

Ａ 学びのペースや方法から考える⇒  課 程 （全日制・定時制・通信制） 

Ｂ 学びのしくみから考える       ⇒  学びのしくみ （学年制・単位制） 

Ｃ 学びの内容から考える  ⇒  学 科 （普通科・総合学科・専門学科） 

 

Ａ 学びのペースや方法から考える  

課程 （全日制・定時制・通信制） 
高校は、学習する時間帯や学習方法などの違いにより、３つの課程に分かれています。 

※どの課程に入学しても、卒業時に与えられる資格は同じです。 

Ⅰ 全日制  

中学校と同じように午前から午後まで１日約５時間から７時間の授業を受けて、３年間の中

で学び、卒業することを基本としています。３つある課程（全日制・定時制・通信制）の中で最

も設置されている学校数が多い課程です。 
 

Ⅱ 定時制  

定時制では働きながら学ぶ生徒だけでなく、さまざまな生徒が学んでいます。生徒一人ひと

りの興味・関心や学ぶ目的に応じた学習ができるよう、柔軟に対応します。 

夜間・その他特別な時間（午前または午後など）に学習します。多くの高校では、通常の授

業時間を 17 時 30 分ごろから 21 時ごろまでとしています。生徒会活動、ホームルームもあり

ます。部活動は主に放課後に１時間程度行います。 

 

Ⅲ 通信制 

全日制高校や定時制高校では、学校での授業を中心に学習を進めていきます。これに対し

て、通信制高校では、レポート（報告課題）、スクーリング（面接指導）が学習の中心にあり、成

果をテスト（試験）で確認します。学習内容は全日制と同じです。修業年限は３年以上です。 
 


